
私達が
ご案内

します
！

私達が
ご案内

します
！

私たちが
ご案内します！ 　　　　から続く

ボランティアガイド。
おもてなしの心で
ご案内しています。
ガイドは　　です。
( 一部実費必要 )

平成 7 年平成 7 年

無料無料

https://ise-kanko.jp0596-28-3705〒516-0074 伊勢市本町16-2(公社） 伊勢市観光協会

お申込みは
こちら

お申込みは
こちら

～心のふるさと伊勢神宮のご案内～



主に伊勢神宮「外宮」・「内宮」（内宮は要予約）

ガ
イ
ド
の
お
申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ  FAX・伊勢市観光協会ホームページ

外宮のみ・内宮のみ・両宮（希望日の７日前迄に外宮前観光案内所にお申し込みください）

無料(内宮のご案内は交通費 1,000 円、お昼にかかる場合は食事代 1,000 円が必要です）

当日受付 (毎日 9:30~15:00 外宮のみ )

0596-63-6262(TEL/FAX)

外宮前観光案内所 伊勢へのお越しをお待ちしています案内場所

申込方法

案内費用

予約案内

案内時間

豊受大神宮豊受大神宮

た か の み や

多賀宮(別宮 )
つちのみや

土宮( 別宮 )
しんめ け ん ざ ん

神馬牽参

み け で ん

御饌殿
げくうしょうぐう

外宮正宮
げくうさ ん ど う

外宮参道
火除橋を渡り手水舎で手、口を洗い清め、
第一鳥居をくぐると神聖な身も心も清々し
い聖域に入る。

萱葺き屋根井楼組の御殿。毎日、朝夕二回、
日別朝夕大御饌祭（常典御饌）が行われ
ている。（内宮にはない）

豊受大御神をお祀りしている。天照大御神
の御饌都神（みけつかみ）である。衣食住を
始め、産業の守護神である。

98 段の石段を上ると豊受大御神の「荒御魂」
がお祀りされている。

皇室から牽進された神馬が毎月1日、11日、
21 日の三度紫地に白ぬきの菊花紋章の馬
衣をつけて神前に牽参する。

外宮宮域の地主の神で大土乃御祖神（おお
つちのみおやのかみ）をお祀りしている。

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

う じ ば し

宇治橋

かざひのみのみや

風日祈宮(別宮 )
あらまつりのみや

荒祭宮(別宮 )
お か ぐ ら

御神楽(
やまとまい

倭舞)

ないくうしょうぐう

内宮正宮
 み た ら し

御手洗場
（遷宮の4年前に架け替えられる。）清流五十
鈴川に架る橋、風光明媚で12月冬至の日宇
治橋の真上に朝日が望める。両側の鳥居は外宮・
内宮の旧正殿の棟持柱が再利用されている。

天照大御神（天照坐皇大御神）をお祀りし
ている。垂仁天皇 26 年 9月現在の地にご
鎮座。唯一神明造の建物。平成 8年
（1996）で 2000年になる。

五十鈴川の御手洗場。参道の右手、石畳が
敷きつめられているところは、元禄 5年
（1692）5代将軍徳川綱吉の生母桂昌院が寄
進と伝えられる。

荒祭宮は天照大御神の「荒御魂」がお祀り
されている。

※写真提供：神宮司庁

農業に関係深い、雨と風の順調をお祈りす
る。神楽殿の前方にある風日祈宮橋を渡っ
て参拝する。

神楽殿では御神楽や御饌などのご奉仕を
承っている。神宮独特の優雅な乙女舞を
舞女が楽師の歌に合わせて舞う。

皇大神宮皇大神宮

お伊勢さん観光ガイドの会お伊勢さん観光ガイドの会




